
第１５回

☆日 時☆

平成２０年７月１３日（日）

１３：００～１７：００

☆場 所☆

山口総合支所第１０・１１会議室

☆テーマ☆

『条例素案づくり』⑩

フォーラム等の意見の協議・最終案検討

☆本日のプログラム☆

１３：０0 スタート・前回の振り返り

プログラム説明

１３：２０ グループワーク

フォーラム等の意見を協議

限られた時間で、効率のよい方法をグルー

プ内で話し合って進めてください

１６：００ グループ発表

１６：４５ まとめ

１６：５５ 次回について

１７：００ 終了 アンケート記入

※会議の進行状況を見て、プログラムを変
更することがあります。

市と市民が一緒になって協働のしくみをつくっ
ている先進地横浜市では、市民の発想による提案
を受けて事業を行う「協働事業提案制度モデル事
業」が平成１７年度から３年間行われました。そ
の内容を市民や市職員にわかりやすく伝えるため
に、「協働リポーター」（市民７人市職員６人）や
「検証推進会議」も結成されています。その内容
から一部をまとめてお伝えします。

他にも、公益活動を助成するための「よこはま
夢ファンド」など先進的なしくみがたくさんあり
ます。興味のある方はインターネットで

横浜 協働 で検索してみてください。

『青少年による家庭育児支援・
地域ネットワーク事業』

事業概要：「地域全体の子育て力」を高めることを
究極の目的としている

①青少年・乳幼児家庭の居場所事業
青少年が乳幼児と触れ合える広場

②青少年の家庭育児支援ボランティア事業
①の広場を利用している乳幼児を持つ家庭に、

中学生から大学生までの学生ボランティアが訪

問する事業

③乳幼児・子ども・若者のための地域ネットワ
ーク

実施団体・協力ボランティア・行政・近隣学校と

の連携づくり

市との協働の背景
『NPO 法人びーのびーの』が、地域の子育て力を

底上げしていくために乳幼児と親のためのもう一

つの家『おやこ広場びーのびーの』運営して行く

中、「ひろばの維持」「青少年が訪問し続けるしく

み」「異なる年齢の子ども同士の関係づくり」「地

域の学校や行政とのつながり」などの課題があり

それらを解決していくために協働事業に及んだ。

↓H１９年度協働事業検証推進会議 第三者検証ヒアリングシートより

協働の効果
○協働事業として行政の担当者と一緒に出向くこ

とで、学校に事業の意義を訴え、協力してもらう

ことができた。

○地域内の公立中・高・私立校・私立大学・自治

会・町内会の関係者を招いての「運営連絡協議会」

は、事業にとっては多様な立場の人々との意見交

換の場となり、地域にとっては互いの活動を知る

機会となった。

○地域に知れたことで団体と学校の関係が密にな

った。例えば文化祭でのプロモーション実施や、

ボランティ単位認定、職業体験の受け入れ、家庭

科の授業で話をするなど。

事業を終えて
○学生の家庭派遣を先端的すぎるからだめだとし

てしまわず、拠点での学生の子育てボランティア

事業を追加して受益者・協力者を増やし、すそ野

を広げているところが実施者の知恵。

○受け入れ家庭や学生ボランティアの満足度、価

値観の変化といった団体独自の質的指標を行政も

評価している。評価に対する考え方の共有も重要。

【資料１】



■住民投票（フォーラムでの御意見）

○ 全国的に市政の重要な点につい

ては、直接住民投票が行われて

いる。住民が直接参加する機会

としてどのように協議されたの

か？

○ 市民活動にも属していない一市

民が市に対して対等な立場で意

思表示するのは住民投票くらい

しか方法がないのでは？これか

ら阿東町の合併や、庁舎の移転

など、市全体のまちづくりに対

して名もなき民の声を少しでも

反映するには住民投票が一番良

いのでは。

市民会議での協議

同じ市民・仲間と

いうスタンスで進

める協働のまちづ

くりの条例には必

要ない

■議会について
（フォーラムでの御意見）

○ 条例に議会が入っていないのは

なぜ？位置付けはどう協議され

たのか？

（議会が入っていないことによ

り、市民の方から信頼されてい

ないような寂しい気がした。い

ずれ政策立案を市民と一緒に作

っていくためにも市民と情報を

共有したり、説明責任がある。

議会も今変わろうとしている、

ぜひ議会の役割、責務について

入れて、市民と議会と行政がス

クラムを組んで良いまちづくり

をしていきたい）

市民会議での協議

「自治基本条例」

ではなく市民と行

政の「協働のまち

づくり条例」なので

議会については盛

り込まない

第１４回の市民会議のグループワークで協議したものは、主に「住民投票」「議会」についてです。今回と

次回で残りの項目を協議して、８月には最終案のパブリック・コメントを行います。

フォーラムやパブリッ

ク・コメント、審議会等

で９１項目の意見を頂

きました。これまでの市

民会議であらかた共有

できているものはその

場で回答しています。限

られた時間で進めてい

くためにも、これまであ

まり協議していなかっ

た右の内容について重

点的に協議をお願いし

ます。

□ 参加・参画の文言の整理
⇒参加・参画の使い方の基準は？

□ 『協働』の定義について
⇒協働をもっと具体的にわかり
やすく伝えるには？

□ 市に関する条文
⇒語尾が条文にふさわしい？

□ １８条（行政運営）２１条（行
財政運営）
⇒市民参画と行政の責務の内容の
整理

□ 中間支援（組織・機能）につい
て
⇒中間案の議論の中で市民会議で
の共有ができなかったので『協働
の環境づくり』から一旦外しまし
た。再度検討をお願いします。

□ まちづくり基本条例の名称につ
いて
⇒自治基本条例と勘違いされる場
合も。内容にふさわしい名称？

□ 市職員の地域づくりへの参加
⇒中間案作成途中に抜け落ちた・・

□ ２２条第２項の自己研鑽
⇒学問などを深く研究する自己研
鑽？能力や意識を自分自身で高め
る自己啓発？

□ その他《文書担当》からの気づき
⇒自主的・主体的・自主性・自立
性・自発性のそれぞれの語句選択
の理由は？
⇒パブリック・コメントの説明を
条文に
⇒２４条（情報の提供）と山口市
情報公開条例との整合性


